
① 農地整備事業

② 農業農村整備実施計画策定事業

③ 水利施設整備事業

④ 農地防災事業

⑤ 地域用水環境整備事業

⑥ 農業集落排水事業

⑦ 集落基盤整備事業

⑧ 中山間地域総合整備事業

⑨ 農山漁村活性化対策整備に関する事業

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率（％） 備考

農業法人数 法人 23 29 126% 達成

法人育成に資する取組 取組 40 65 163% 達成

受益面積 ｈａ 31,367 23,440 75%
継続地区は未達成カウントとし二期計画へ位置
付けのうえ実施中、又は補助事業により実施中

保全計画数 地区 6 6 100%

③
災害に備えた改修により、想定被害面積
を3,609ha低減させる。

想定被害低減面積 ｈａ 3,609 2,578 71%
継続地区は未達成カウントとし二期計画に位置
付けのうえ実施中

水辺環境 地域 1 1 100% 達成

小水力発電施設 地区 1 0 0%
継続地区は未達成カウントとし二期計画に位置
付けのうえ実施中

計画処理人口 人 17,890 16,890 94%
継続地区は未達成カウントとし二期計画に位置
付けのうえ実施中

機能診断 地区 6 6 100% 達成

整備構想 地区 2 2 100% 達成

実施設計 地区 2 2 100% 達成

⑥
排水整備により、汎用農地を83ha確保す
る。

汎用農地 ｈａ 83 83 100% 達成

⑦
中山間地域の総合的整備により、34集落
を維持保全する。

維持保全数 集落 34 34 100% 達成

⑧
農地整備事業について、23地区でほ場
整備等の実施に向けた計画策定を行う。

計画策定数 地区 23 22 96%
未達成地区は、他事業での実施へ移行したこと
による

⑨
農村地域の総合的な整備により、70集落
を維持保全する。

維持保全数 集落 70 70 100% 達成

地形図作成 地区 4 4 100% 達成

農用地等集団化 地区 7 7 100% 達成

農道整備 ｋｍ 0.04 0.04 100% 達成

農山漁村地域整備計画　事後評価調書

・平成２７年度～平成３１年度の二期計画（ふるさと秋田農山漁村地域整備計画）に基づき、生産性の高い農地の整備、安定的な農業用水の確保、安全で快適な地域環境の
整備等を一体的に実施することにより、生産基盤及び農村環境の向上を図り、本県の農業・農村の持続的発展を目指す。

農業生産基盤と農村環境の一体的整備による「あきた」の元気な農村づくり

秋田県

計画の名称

計画策定主体

対象市町村

⑩

①

④

②

豊かな水辺環境を１地域で創出するとと
もに、再生エネルギーの導入を図るた
め、１地区で小水力発電の施設整備を行
う。

ほ場整備事業を契機とした新たな農業生
産法人を23法人設立させるとともに、40
地区で法人育成に資する取組を進める。

農業水利施設の補修・更新により、
31,367haの受益面積における用水の安
定供給を図るとともに、６地区で保全計画
を策定する。

農山漁村活性化対策整備に関する事業
において、ほ場整備事業の導入に向けて
4地区で地形図作成、7地区で農用地等
集団化事業を行うとともに、地域の活性
化を図るため1地区で農道0.04kmを整備
を行う。

Ⅲ．成果目標の目標値の実現状況

計画期間

鹿角市、小坂町、北秋田市、大館市、上小阿仁村、能代市、三種町、八峰町、藤里町、秋田市、潟上市、男鹿市、井川町、大
潟村、由利本荘市、にかほ市、大仙市、仙北市、美郷町、横手市、湯沢市、羽後町

平成２２年度～平成２６年度（５年間）

Ⅰ．交付対象事業の進捗状況

事農業法人等の経営体への農地集積と経営規模拡大による農作業の効率化が図られた。

・５年間で150地区を本計画に位置付け事業を実施し、平成26年度までに113地区が完了した。残り37地区は、平成27年度からの二期計画である「ふるさと秋田農山漁村地域
整備計画」に継続地区として位置付けており、事業進捗は順調である。

Ⅳ．今後の方針

Ⅱ．事業効果の発現状況

ため池等の改修により、農地・農業用施設等における災害の未然防止が図られた。

農業集落排水施設の整備により、農業用水の水質や農村環境の改善が図られ、河川・湖沼等の公共用水域の水質保全にも貢
献した。

施設整備により、地区景観の保全や生態系への配慮が図られた。

中山間地域における農業生産基盤と生活環境基盤の一体的な整備により、農村の活性化をが図られた。

ほ場整備事業の予定地区における実施計画策定により、事業の計画的・効率的な推進が図られた。

用排水路・農道等の農業生産基盤の一体的整備により、集落周辺地域における農業生産性の向上が図られた。

農業水利施設の補修・更新により、安定的な農業用水の確保が図られた。

農業集落排水施設の整備・強化により、
計画処理人口17,890人の安定処理を図
るとともに、６地区で機能診断、２地区で
整備構想策定、２地区で実施設計を行
う。

⑤

定量的指標

ほ場整備事業等の予定地区における地形図作成や農用地利用集積の向けた合意形成の実施により、事業の計画的・効率的
な推進が図られた。


